[image: image1.jpg]


第17回雲山会


2006.7.29.30

７月２９日（土）３０日（日）　伊吹山（1377）に登ってきました。
今日も午後から夜にかけて雨の予報、　「夜間登山なのにー　　まあいいかッ」
大阪を13:00に出発した電車が京都を過ぎる頃、横殴りの雨が窓に　「ウアー最悪！！」
でも近江長岡駅では、雨はやんでいました。　柳楽L　荒木　荒木　尾崎　三原（13）山口
川路の7人　「一と百の会」「雲山会」始まって初の男女逆転比　　　すっごい！！

伊吹山は夏場夜間登山のメッカと聞いていたんですが、時間が早いせいか雨の予報のせいか、人は少なくしかも涼しい風が吹いてさわやかな出発となりました。
３合目」をすぎたあたりの広い平原いっぱいに黄色い花が咲いていました。
三脚を立ててシャッターチャンスを窺っている人に聞いたら５時ごろから
咲き始める「ユウスゲ」だとか、一面まっ黄色できれいでした。
伊吹山は低木ばっかりですから、頂上を見ながらジグザグに登るんです
５合目ぐらいから身体はきつくなってくるのに、頂上はまだまだ先の方　　これも辛い
８合目あたりで日が暮れてきたし、お腹も空いてきた。「鍋にしようか」
今回はお弁当ではなく「雲山鍋」です。「風が強くて火が使えない」
「頂上までもう一寸だ、頑張ろう」　　ここから夜間登山　ヘッドランプと
懐中電灯でしかも岩場の急登攀、空腹と疲労が重なって　「きついきつい」
でも何とか全員頑張って頂上につきました。さあ「鍋　鍋」って騒いだ
ものの、あたりは真っ暗、風はビュンビュン　リーダー（柳楽さん）が風よけテントを張り
こんろに火を点けてくれてヘッドランプと懐中電灯の下で鍋をかこみました。
“おいしかったァ！！”　　今でもおいしさが口の中に残っている感じ
荒木（１２）さんご夫妻が買出しから仕込まですべて下準備をして下さって大助かりでした。　
有り難うございました。
雨は降らなかったんですが、風と霧で身体が冷えていたので、素泊まり
毛布付\1500の宿をとりました。　リーダーだけは外でテントにくるまって
朝５時ごろ外に出てみると頂上は人でいっぱいでした。（夜間登山して来たんですねー）
満開のお花畑を楽しんで山を下りました。
